
スポGOMIワールドカップというイベントをご存じでしょうか？

スポGOMIとは、“スポーツごみ拾い”の略称で、決められたエリアで制限時間内に拾ったごみの量や種類に応じて

与えられるポイントをチームで競い合う、日本発祥のスポーツです。

海洋ごみ問題が世界的に深刻化しており、その海洋ごみの約8割は街を中心とした陸地から発生しているといわれています。

その背景から、日本財団はごみ拾いを競技化したスポGOMIのワールドカップ開催を通じて、

国や世代を問わず多くの方々への海洋ごみの削減動の参加促進を目指すプロジェクトを企画しました。

ルールは複数人でチームを作り、指定されたエリアで制限時間内に拾ったごみの量や種類に応じて与えられるポイントを

競います。ワールドカップルールでは、チームは3人1組、制限時間は1時間（ごみの分別に別途20分）としています。

参加費は無料、参加資格は年齢や性別、障害に関係なく、どなたでも予選に出場できます。

2023年に初開催された「スポGOMIワールドカップ2023」では、21カ国1,764チームが参加し、約9,000kgが回収されました。

第2回となる「スポGOMIワールドカップ2025」の開催は10月に予定しています。この大会に向けて、日本では47都道府県で

予選大会及び全国大会、海外では世界6大州・30カ国以上で予選大会を開催がスタートしています。

国内では2024年11月末時点で19道府県で予選が終了し、それぞれの代表が決定。残り28都県も2024年12月～2025年7月にかけて

予選を行い、日本代表を決定する全日本大会への出場チームが決まります。なお、今後予選を開催する28都県ではそれぞれの

参加者募集ページでエントリーが可能です。

日本代表を目指したい方、家族や友人と楽しくごみ拾いをして、自分の住む街をきれいにしたい方、海洋ごみ問題が気になる方は、

ぜひエントリーしてみてください。

2024年11月に開催されたパキスタン予選大会の様子

画像引用元：スポGOMIワールドカップ公式ホームページ　https://nf-spogomiwc.com

スポGOMIワールドカップ

2024年12月の活動報告

達成度合 判定 特記事項

節電 2,030.6 kwh/月 1,805.2 kwh 112.5% 達成

節水 8.000 ㎥/月 9.337 ㎥ 85.7% 未達成

廃棄物処理 19.00 Kg/月 16.13 Kg 117.8% 達成

グリーン購入 80 ％/月 100.0 % 125.0% 達成

製品・サービス 3 件/月 3 件 100.0% 達成

節水未達成

可燃ゴミ削減

グリーン購入品推進

省エネ省資源化の提案

内容 目標 当月実績

消費電力の削減

水道使用量削減


